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は
じ
め
に

山
田
孝
雄
博
士
は
、
平
家
物
語
の
文
章
は
「
所
謂
和
漢
混
清
文
の
上
乗
な
る
も
の
と
し
て
人
口
に
胎
失
す
る
も
の
な
る
が
、
そ
の
よ
く
漢

語
を
用
ゐ
て
国
文
に
調
和
せ
し
め
た
る
技
廟
は
わ
が
文
章
史
上
に
於
け
る
偉
観
な
り
」
と
言
わ
れ
、
平
家
物
語
の
文
章
を
次
の
よ
う
に
分
類

（1）

さ
れ
た
。

○
主
と
し
て
五
七
調
ま
た
は
対
句
で
あ
や
な
し
た
「
地
の
文
」

○
当
時
の
談
話
語
を
描
写
し
た
「
詞
」

○
平
曲
家
の
所
謂
読
み
物
、
即
ち
当
時
の
「
往
来
の
文
」



○
和
歌
、
歌
謡
、
朗
詠
等
の
「
謡
ひ
物
」

こ
の
う
ち
、
「
詞
」
は
当
時
の
口
頭
語
を
含
む
こ
と
、
「
往
来
の
文
」
は
漢
文
で
書
か
れ
て
お
り
、
漢
文
訓
読
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
「
謡
ひ

物
」
は
和
歌
等
韻
文
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
か
ら
和
漢
混
清
文
と
は
「
地
の
文
」
の
特
性
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

和
漢
混
清
文
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
対
し
て
、
前
田
首
藤
氏
は
覚
「
不
平
家
物
語
に
つ
い
て
、
要
所
に
漢
語
を
使
い
、
対
句

的
な
表
現
を
繰
り
返
し
て
実
際
以
上
に
漢
文
の
影
響
が
感
じ
ら
れ
る
部
分
、
七
五
調
の
き
わ
め
て
流
麗
な
和
文
体
、
促
音
便
・
擬
態
語
・
俗

語
を
取
り
入
れ
た
生
き
生
き
し
た
文
体
等
、
そ
の
場
面
に
応
じ
て
文
体
を
変
え
て
お
り
、
「
地
の
文
」
と
て
も
単
純
に
一
つ
の
文
体
と
い
う
こ

（2）

と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
る
。
前
田
氏
の
こ
の
考
え
方
は
「
地
の
文
」
を
ト
ー
タ
ル
で
見
る
の
で
は
な
く
し
て
、
部
分
部
分
の
調
子
を
尊
重
し

よ
う
と
い
う
態
度
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
平
家
物
語
全
体
に
こ
の
考
え
方
を
導
入
す
る
と
、
先
の
山
田
博
士
の
四
分
類
も
更
に
小
さ
く
分

類
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

本
稿
は
、
延
慶
本
平
家
物
語
に
お
い
て
接
続
詞
に
着
目
し
、
そ
の
用
い
ら
れ
方
か
ら
右
の
各
種
の
文
体
が
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
の

か
を
考
察
す
る
。
そ
の
結
果
か
ら
和
漢
混
清
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
触
れ
た
い
と
考
え
る
。
接
続
詞
に
着
目
す
る
の
は
、
接
続
詞
が
文
章

の
枠
組
的
な
働
き
を
す
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
和
文
語
、
漢
文
訓
読
語
と
も
に
か
な
り
明
確
に
指
摘
で
き
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
和
漢

（3）

混
清
文
の
性
格
の
解
明
に
役
立
つ
と
い
う
築
島
裕
博
士
の
指
摘
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
延
慶
本
平
家
物
語
の
接
続
詞
概
要

接
続
詞
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
副
詞
、
感
動
詞
と
の
弁
別
や
ど
こ
ま
で
複
合
語
を
認
め
る
か
等
、
個
々
の
用
例
に
お
い
て
は
揺
れ
が
生
じ

（4）

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
『
品
詞
別
日
本
文
法
講
座
』
第
六
巻
の
「
接
続
詞
お
よ
び
接
続
詞
的
語
彙
一
覧
」
に
な
ら
い
、
接
続
詞
的
な

も
の
を
含
め
て
考
え
て
い
き
た
い
。
従
っ
て
、
山
田
孝
雄
博
士
の
『
平
家
物
語
の
語
法
』
で
扱
っ
て
お
ら
れ
る
も
の
と
は
一
致
し
な
い
部
分

が
あ
る
。

延
慶
本
平
家
物
語
の
接
続
詞
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（5）

さ
て
、
右
の
立
場
か
ら
延
慶
本
平
家
物
語
の
接
続
詞
を
抜
き
出
す
と
、
次
に
掲
げ
る
九
一
語
の
接
続
詞
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
接
続

詞
が
ど
の
よ
う
な
意
味
的
機
能
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
か
分
類
し
て
掲
げ
る
。
本
文
で
は
多
く
漢
字
で
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
片
仮
名

表
記
に
直
し
て
掲
げ
、
各
語
の
下
に
用
例
数
を
添
え
る
。

（
累
加
）
一
〇
語

オ

ヨ

ビ

2

　

カ

ツ

ー

　

カ

ツ

ウ

ハ

2

7

　

カ

ツ

ウ

ハ

マ

タ

5

　

コ

レ

ノ

ミ

ナ

ラ

ズ

1

1

　

シ

カ

ノ

ミ

ナ

ラ

ズ

1

6

　

シ

カ

モ

9

　

ソ

ノ

ウ
へ
2
8
　
ソ
レ
二
川
　
ソ
レ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
1

（
並
列
）
六
語

カ

ネ

テ

ハ

マ

タ

8

　

ナ

ラ

ビ

こ

∬

　

マ

タ

2

6

8

　

マ

タ

ハ

8

　

モ

シ

バ

7

　

モ

シ

マ

タ

4

（
選
択
）
三
語

ア

ル

イ

ハ

6

　

ア

ル

イ

ハ

マ

タ

2

　

ハ

タ

マ

タ

4

（
転
換
）
七
語

コ

コ

ニ

媚

　

コ

コ

こ

モ

ッ

テ

2

　

ソ

モ

ー

　

ソ

モ

ソ

モ

1

0

3

　

ソ

レ

2

0

　

ソ

レ

モ

ッ

テ

ー

　

モ

シ

ソ

レ

1

（
順
接
）
四
六
語

イ
カ
ン
ト
ナ
ラ
バ
ー
　
イ
カ
ン
ト
ナ
レ
バ
2
　
カ
カ
リ
ケ
ル
ア
ヒ
ダ
3
　
カ
カ
リ
ケ
ル
ト
コ
ロ
こ
1

カ
カ
リ
ケ
レ
バ
2
。
。
　
カ

カ
リ
シ
ア
ヒ
ダ
ー
　
カ
カ
リ
シ
カ
バ
8
　
カ
カ
リ
シ
ホ
ド
ニ
5
　
カ
カ
ル
ア
ヒ
ダ
2
　
カ
カ
ル
ト
コ
ロ
ニ
ー
　
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ

2
　
カ
ク
シ
テ
2
　
カ
ク
ス
ル
ホ
ド
ニ
ー
　
カ
ク
テ
詑
　
コ
コ
こ
オ
イ
テ
2
　
コ
コ
こ
オ
イ
テ
バ
ー
　
コ
コ
こ
モ
ッ
テ
2
　
コ

コ
ヲ
モ
ッ
テ
用
　
コ
レ
こ
ヨ
ツ
テ
舶
　
コ
レ
ヲ
モ
ッ
テ
4
　
サ
テ
m
　
サ
テ
コ
ソ
1
6
　
サ
テ
ハ
1
8
　
サ
テ
モ
3
8
　
サ
ラ
デ
パ
ー

サ
ラ
バ
7
0
　
サ
ラ
ム
ニ
ト
リ
テ
ハ
4
　
サ
ル
ニ
ツ
ケ
テ
モ
2
　
サ
ル
ホ
ド
ニ
的
　
サ
ア
ル
ホ
ド
ニ
2
　
サ
ル
マ
マ
こ
ハ
6
　
サ

レ
バ
1
8
1
　
サ
レ
バ
コ
ソ
7
　
サ
レ
バ
ニ
ヤ
1
1
　
シ
カ
シ
テ
2
　
シ
カ
シ
テ
ヨ
リ
コ
ノ
カ
タ
2
　
シ
カ
ラ
ズ
バ
ー
　
シ
カ
ラ
バ
7



シ
カ
ル
ア
ヒ
ダ
1
6
　
シ
カ
レ
バ
1
8
　
シ
カ
レ
バ
ス
ナ
ハ
チ
1
4
　
シ
タ
ガ
ヒ
テ
3
　
ス
ナ
ハ
チ
4
3
　
モ
ッ
テ
9
　
ユ
ヱ
ニ
n
　
ヨ

ッ
テ
髭

（
逆
接
）
一
九
語

カ
カ
リ
ケ
レ
ド
モ
5
　
サ
ハ
ア
レ
ド
モ
2
　
サ
リ
ケ
レ
ド
モ
3
　
サ
リ
ト
テ
4
　
サ
リ
ト
テ
ハ
6
　
サ
リ
ト
テ
モ
2
　
サ
リ
ト

モ
3
7
　
サ
リ
ナ
ガ
ラ
3
　
サ
リ
ナ
ガ
ラ
モ
4
　
サ
ル
こ
テ
モ
1
5
　
サ
レ
ド
ー
　
サ
レ
ド
モ
7
8
　
サ
レ
ハ
ト
テ
捕
　
シ
カ
リ
ト
イ

へ
ド
モ
1
4
　
シ
カ
ル
こ
併
　
シ
カ
ル
ヲ
3
0
　
シ
カ
レ
ド
モ
1
7
　
シ
カ
ハ
ア
レ
ド
モ
ー
　
タ
ダ
シ
9
3

六
分
類
の
異
な
り
語
数
を
見
る
と
、
累
加
、
並
列
、
選
択
、
転
換
の
各
類
に
お
い
て
は
異
な
り
語
数
が
少
な
い
。
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が

順
接
、
逆
接
の
意
味
の
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
漢
文
訓
続
語
か
、
和
文
語
か
の
別
と
、
延
べ
語
数
と
を
あ
わ
せ
て
見
る
と
次
表
の
よ
う
に
な
る
。

（6）

第
一
表
　
（
注
、
和
文
語
に
は
○
印
を
、
漢
文
訓
読
語
に
は
◆
印
を
付
け
る
）

選 並 累

意

味
／

回
数

択 列 口力

○

マ
タ

◆

ナ

ラ
ビ

ニ

～

50

～

40

～

30

○

ソ

ノ
ゥ

へ

◆

ヵ

ッ
ゥ

ハ

～

20

○

コ

レ
ノ

、

○

ソ

レ
ニ

◆

シ
ヵ
ノ

、 、＼
ナ

ラ
ズ

、＼
ナ

ラ
ズ

01

◆ ○○◆ ◆◆

′＼
ノ
5

ア マモカ カシ

レt′′
タシネ ツカ

イ ＼ノ＼ノテ ウモ

＼ノ＼ノ 1ヽノ
マ マ
タ タ

◆ ○ ○◆

2 1 12 1

延
慶
本
平
家
物
語
の
接
続
詞
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六
六

逆 順 転

接 接 換

○◆◆ 〇〇〇〇◆◆ ◆

サシタ ササササコヨ ソ
レカダ テラレI′レレツ モ
ドレ’ノシ †ノホ†ノニテ ソ

モニ ドヨ モ

ニッ
テ

◆ ◆

ス コ
ナ コ

＼ノ ニ
チ

○ ○○

サ カサ

‖
ノ

クテ
ト

モ

テモ

◆ ○◆ ◆

シ カユ ソ

カ カヱ レ

レ1・
ノ

‖
ノニ

ヲ ケ

レ
ヾノ

○○◆◆ 〇〇〇◆◆◆◆

ササシシ サササコシシシ

レノレカカ テテレコカカカ
二でノ＝

ノレ コ＼ノヾノ↓フレレレ
テトトド ソニモア†ノ†ノ
モテイモ ヤツヒス

へ テダナ

ド ヽヽノ
モチ

○○ 〇〇〇〇◆◆

カサ カカササシモ
カ
リ
ヶ

リ
ト

ー

カ

リ

、

カ
リ
シ

ル

マ

レ
バ

カ
ラ

n

ツ
テ

レ

ド

ア

ハ

ソ
ヵ

ホ
ド

マ
ニ

コ
ソ

ハ＼ノ

モ ヾノニヽヽノ

○◆ ○◆ ◆

71 2101 4

こ
れ
に
よ
る
と
、
累
加
、
選
択
、
並
列
、
転
換
の
各
類
は
漢
文
訓
読
語
が
多
く
を
占
め
て
お
り
、
逆
に
順
接
・
逆
接
で
は
和
文
語
が
多
い
。

ま
た
、
順
接
、
逆
接
の
各
類
の
語
の
約
半
数
は
使
用
回
数
の
少
な
い
語
で
あ
る
。
五
回
以
上
用
い
ら
れ
て
い
る
語
は
語
形
を
掲
げ
た
が
、
主

と
し
て
働
い
て
い
る
の
は
こ
れ
ら
で
、
全
体
的
に
見
れ
ば
和
文
語
二
六
語
、
漢
文
訓
読
語
二
五
語
の
両
者
ほ
ぼ
同
数
の
五
〇
語
ほ
ど
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。二

、
和
文
語
と
漢
文
訓
読
語
の
分
布

さ
て
、
こ
れ
ら
の
接
続
詞
が
ど
の
よ
う
な
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
用
い
ら
れ
る
か
検
討
し
て
い
く
。
ま
ず
、
最
も
典
型
的
な
も
の
が
「
往
来
の

文
」
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
書
に
お
い
て
は
漢
文
で
書
か
れ
て
お
り
表
記
面
で
も
特
別
で
あ
る
。



①
牒
、
今
月
廿
日
牒
状
、
同
廿
一
日
到
来
。
披
閲
之
処
、
悲
喜
相
交
。
州
何
者
、
互
二
可
伏
調
達
之
魔
障
。
捌
清
盛
入
道
者
、
平
氏
之
糟

ト

ル

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

シ

糠
、
武
家
之
塵
芥
也
。
祖
父
正
盛
、
仕
ニ
テ
蔵
人
五
位
之
家
一
二
、
執
二
諸
国
受
領
之
鞭
－
ヲ
。
大
蔵
卿
為
房
、
賀
州
刺
史
之
古
へ
、
捕
検
非

ア
キ
ス
へ

違
所
小
修
理
大
夫
顕
李
、
為
播
磨
大
守
乏
昔
、
任
厩
別
当
職
4
両
且
子
親
父
忠
盛
朝
臣
、
聴
昇
殿
之
時
、
都
部
老
少
、
皆
惜
蓬
壷
之
根

シ
ン
モ
ン

壇
、
内
外
英
豪
、
各
泣
ニ
ク
馬
台
之
畿
文
t
こ
。
…
…
惜
名
之
青
侍
、
無
臨
。
ト
其
家
二
。
可
「
去
シ
平
治
元
年
、
…
…
其
孫
彼
輿
悉
ク
割

竹
符
一
ヲ
、
瑚
塾
統
領
シ
九
州
三
…
…
利
雄
云
二
公
卿
一
ト
拐
之
可
剋
瑚
若
ハ
為
延
力
一
日
乏
身
命
う
、
…
…
可
間
其
罪
也
。
珊
瑚
或

ハ
相
量
神
慮
、
…
…
（
二
中
　
三
井
寺
ヨ
リ
山
門
南
都
へ
牒
状
送
事
）

右
の
例
は
興
福
寺
か
ら
三
井
寺
へ
の
返
牒
で
あ
る
。
こ
の
部
分
に
お
け
る
「
如
何
者
（
イ
カ
ン
ト
ナ
ラ
バ
）
」
「
抑
（
ソ
モ
ソ
モ
）
」
「
而
且
（
シ

カ
ル
ヲ
）
」
「
而
ニ
（
シ
カ
ル
ニ
）
」
「
加
之
（
シ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
）
」
「
是
以
（
コ
レ
ヲ
モ
ッ
テ
）
」
「
然
而
（
シ
カ
レ
ド
モ
）
」
の
諸
語
は
記
録
語

と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
〓
疋
の
漢
字
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

次
は
厳
島
神
社
に
奉
ぜ
ら
れ
た
願
文
で
あ
る
。

②
件
願
文
ハ
御
真
文
ト
ゾ
間
へ
シ
。
其
御
願
文
云
。

蓋
シ
聞
ク
…
…
「
陰
「
陽
之
風
勇
二
扇
ク
。
刻
伊
－
都
】
岐
l
嶋
ノ
社
者
、
…
…
楽
フ
閑
－
放
於
射
山
ノ
之
居
一
こ
、
珂
引
倫
二
抽
テ
、
「
心
之
精

】
誠
、
…
…
専
当
ル
季
夏
初
秋
之
候
一
二
、
両
叫
問
、
病
癖
忽
二
侵
シ
、
…
…
深
ク
知
ル
機
縁
ノ
之
不
コ
ト
ヲ
浅
一
カ
ラ
。
瑚
朝
二
祈
ル
之
客
ク
匪
一
一
二
、

カ

ヘ

リ

申

シ

ス

ル

　

チ

，

ハ

カ

リ

ナ

リ

　

ー

暮
二
賽
　
之
者
ノ
且
　
千
。
但
尊
貴
ノ
之
帰
－
敬
維
多
一
ト
、
…
…
（
二
末
　
新
院
厳
島
へ
御
幸
事
付
願
文
ア
ソ
バ
ス
事
）

シ

ヤ

　

セ

ン

こ
れ
に
も
、
「
夫
（
ソ
レ
）
」
「
而
ヲ
（
シ
カ
ル
ヲ
）
」
「
而
ル
間
（
シ
カ
ル
ア
ヒ
ダ
）
」
「
抑
（
ソ
モ
ソ
モ
）
」
「
但
（
タ
ダ
シ
）
」
と
、
牒
状
同
様

の
接
続
詞
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
諸
種
の
文
章
と
引
用
漢
文
を
含
む
こ
と
を
表
す
た
め
に
「
文
書
」
と
す
る
。
こ
の
ほ
か
に
は
「
コ
コ
こ
」

「
コ
レ
ニ
ヨ
ツ
テ
」
「
シ
カ
レ
バ
」
「
ユ
ヱ
こ
」
「
ヨ
ツ
テ
」
等
記
録
語
、
漢
文
訓
読
語
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。
皆
無
で
は
な
い
が
、
「
サ
リ
」

系
の
語
は
極
め
て
用
例
が
少
な
く
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
「
文
書
」
の
文
章
に
お
け
る
接
続
詞
の
際
立
っ
た
様
相
を
見
せ
て
い
る
の
で

あ
る
。
徹
底
し
た
用
法
は
接
続
詞
の
偏
り
の
一
方
の
指
標
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

延
慶
本
平
家
物
語
の
接
続
詞
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続
い
て
地
の
文
を
見
る
が
、
地
の
文
の
中
に
は
次
の
よ
う
な
特
徴
的
な
文
章
が
あ
る
。

】

キ

ウ

③
抑
四
天
王
寺
ト
申
ス
者
、
天
下
第
一
之
奥
－
区
、
人
】
間
無
】
双
之
浄
剃
也
。
…
…
都
－
都
ノ
之
類
ヒ
、
詣
テ
、
道
場
一
二
、
以
テ
鳩
－
集
ス
。

融
之
塾
天
披
帝
葉
ノ
之
廻
ス
輿
－
撃
ヲ
、
…
…
詣
ル
人
ト
悉
ク
行
ス
念
－
仏
一
ヲ
。
倒
塾
現
世
ニ
ハ
滅
シ
テ
三
毒
七
難
之
不
祥
一
ヲ
、
…
・

又
本
朝
ノ
諸
寺
諸
山
炎
上
之
例
、
是
レ
多
シ
。
而
二
於
当
寺
二
者
、
臨
テ
濁
世
二
、
王
臣
之
帰
依
弥
ヨ
新
こ
、

（
二
本
　
天
王

寺
地
形
目
出
事
）

右
は
四
天
王
寺
の
由
来
を
説
明
す
る
文
章
で
あ
る
が
、
冒
頭
を
「
抑
（
ソ
モ
ソ
モ
）
」
で
言
い
始
め
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。
更
に
は
漢
文
訓

読
的
性
格
が
強
く
、
接
続
詞
も
「
以
テ
（
モ
ッ
テ
）
」
「
加
之
（
シ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
）
」
「
依
之
（
コ
レ
ニ
ヨ
ツ
テ
）
」
「
而
こ
　
（
シ
カ
ル
こ
）
」
等
、

漢
文
訓
読
語
が
多
く
見
ら
れ
る
。
文
書
の
文
章
よ
り
も
少
し
は
和
文
的
な
表
現
を
含
み
、
「
サ
レ
バ
」
等
は
あ
る
程
度
の
用
例
数
を
持
っ
て
い

る
。
地
の
文
の
中
で
も
一
類
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
由
来
説
明
文
」
　
と
す
る
。

④
去
々
年
小
松
内
府
被
萎
ニ
ヌ
、
今
年
又
入
道
相
国
被
失
一
ヌ
ル
こ
ハ
、
平
家
ノ
運
尽
ヌ
ル
事
頭
レ
タ
リ
。
困
ペ
年
来
恩
顧
ノ
輩
ノ
外
、
走

付
者
更
ナ
シ
。
猟
矧
⇒
去
年
、
諸
国
合
戦
、
諸
寺
請
山
ノ
破
滅
モ
サ
ル
事
こ
テ
、
春
夏
ノ
炎
早
ヲ
ヒ
タ
＼
シ
ク
、
秋
冬
大
風
洪
水
打
連
、

僅
二
錐
致
ト
東
作
之
勤
一
ヲ
、
西
収
ノ
業
如
シ
無
一
カ
。
カ
、
リ
ケ
レ
ハ
天
下
飢
饉
シ
テ
多
ク
及
餓
死
一
こ
。
カ
タ
テ
今
年
モ
暮
ニ
キ
。
明
年

ハ
サ
リ
ト
モ
立
直
ル
事
モ
ヤ
ト
思
シ
程
こ
、
今
年
又
疫
病
サ
ヘ
打
副
テ
、
餓
死
病
死
ル
者
数
ヲ
不
知
一
死
人
知
砂
4
　
サ
レ
バ
事
宜
キ
サ

マ
シ
タ
ル
人
々
、
鉢
ヲ
ヤ
ツ
シ
、
…
…
（
三
本
　
頼
朝
与
隆
義
合
戦
事
）

例
文
④
は
、
通
常
の
地
の
文
で
あ
る
。
「
然
ハ
　
（
シ
カ
レ
バ
）
」
に
続
い
て
「
猿
程
こ
　
（
サ
ル
ホ
ド
1
こ
」
が
用
い
ら
れ
、
後
に
は
「
カ
カ
リ

ケ
レ
バ
」
「
カ
ク
テ
」
「
サ
リ
ト
モ
」
「
サ
レ
バ
」
と
重
ね
ら
れ
、
和
文
語
の
接
続
詞
の
中
に
漢
文
訓
読
語
の
そ
れ
が
交
え
用
い
ら
れ
て
い
る
様

子
が
分
か
る
。
「
由
来
説
明
文
」
と
の
違
い
に
は
明
白
な
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
例
文
中
に
は
無
い
が
、
こ
の
類
に
は
和
文
語
の
「
サ
テ
」
「
サ

テ
モ
」
や
漢
文
訓
読
語
の
「
コ
コ
ニ
」
　
「
タ
ダ
シ
」
等
多
様
な
接
続
詞
が
用
例
数
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

⑤
「
…
…
イ
ツ
カ
バ
丞
相
ノ
位
二
昇
り
、
不
次
ノ
賞
二
預
リ
タ
リ
シ
。
瑚
列
此
一
門
代
々
朝
敵
ヲ
追
討
シ
テ
、
四
海
二
逆
浪
ヲ
鎮
ル
事
ハ



無
双
ノ
忠
ナ
レ
ド
モ
、
面
々
ノ
恩
賞
二
於
テ
ハ
、
傍
若
無
人
ト
モ
申
ツ
ベ
シ
。
サ
レ
バ
、
聖
徳
太
子
ノ
十
七
ヶ
条
ノ
憲
法
ニ
ハ
　
『
人
皆

有
心
。
心
各
有
執
。
彼
是
我
非
、
我
是
彼
非
。
是
非
之
理
、
誰
能
可
定
。
相
共
二
賢
愚
ナ
リ
。
如
環
無
端
。
剋
助
、
彼
大
雄
噴
、
還
恐

我
失
一
ヲ
』
ト
コ
ソ
候
へ
。
倒
塾
君
事
ノ
次
ヲ
以
テ
、
奇
怪
也
ト
思
召
ン
事
ハ
、
尤
理
÷
ア
コ
ソ
候
へ
。
鍋
嘲
御
運
尽
サ
ル
欺
二
依
テ
、

此
事
既
二
顕
レ
テ
、
被
仰
合
候
人
々
、
加
様
二
被
召
置
一
候
ヌ
。
…
…
」
　
（
一
末
　
重
盛
父
教
訓
事
）

例
文
⑤
は
平
重
盛
の
言
葉
で
、
父
清
盛
を
教
訓
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
聖
徳
太
子
の
十
七
条
憲
法
を
引
用
し
な
が
ら
の
、
父
に
対
す
る
切
々

と
し
た
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
中
に
あ
る
「
而
ヲ
（
シ
カ
ル
ヲ
）
」
「
依
之
（
コ
レ
ニ
ヨ
ツ
テ
）
」
「
然
而
（
シ
カ
レ
ド
モ
）
」
等
の
接
続
詞
は
引
用

漢
文
中
に
あ
る
「
是
以
　
（
コ
コ
ヲ
モ
ッ
テ
）
」
と
同
質
の
も
の
と
し
て
伝
わ
る
。
た
だ
、
「
サ
レ
バ
」
な
ど
和
文
的
な
接
続
詞
も
一
部
含
ん
で

お
り
、
そ
の
面
で
口
語
的
な
姿
を
見
せ
て
い
る
。
同
類
の
も
の
に
奏
上
の
言
葉
が
あ
る
が
、
ま
た
、
天
皇
の
仰
せ
も
次
例
の
よ
う
に
同
質
と

見
ら
れ
る
。

⑥
主
上
仰
ノ
有
ケ
ル
ハ
「
不
論
遠
近
親
疎
一
ヲ
、
民
ノ
愁
ヲ
ハ
ナ
ダ
メ
ハ
ヤ
ト
コ
ソ
思
召
ト
モ
、
叡
聞
ノ
及
ハ
ヌ
ハ
定
テ
多
カ
ル
ラ
ム
。
深

ク
恵
ヲ
施
サ
ハ
ヤ
ト
思
召
也
。
習
某
ト
云
本
所
ノ
衆
ア
リ
。
依
テ
家
貧
二
、
衆
ノ
交
リ
難
叶
乏
間
、
既
二
其
ノ
身
ヲ
可
失
】
ト
聞
召

ト
モ
、
『
明
主
有
私
、
人
以
金
石
珠
玉
。
無
私
、
人
以
官
職
事
業
』
ト
云
事
モ
ア
レ
ハ
、
何
カ
バ
苦
シ
カ
ル
ヘ
キ
。
側
世
二
披
露
セ
ム
事

在
博
司
只
僧
正
給
ワ
ス
鉢
ニ
モ
テ
ナ
ス
へ
シ
。
御
祈
ハ
長
日
ノ
御
修
法
二
過
タ
ル
事
、
不
可
有
」
ト
被
仰
下
一
ケ
レ
ハ
、
（
三
本
　
青
井

ト
云
女
内
へ
被
召
事
付
新
院
民
ヲ
ア
ワ
レ
ミ
給
事
）

こ
の
ほ
か
、
命
令
、
託
宣
等
も
同
様
で
、
通
常
の
会
話
文
と
は
性
格
を
異
に
す
る
。
こ
れ
ら
は
特
殊
な
緊
張
を
含
む
こ
と
か
ら
、
「
緊
張
会
話

文
」
　
と
し
て
一
類
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
。

通
常
の
会
話
文
は

⑦
僧
都
二
又
「
熊
野
詣
ノ
事
ハ
イ
カ
ニ
」
ト
云
ケ
レ
ト
モ
、
僧
都
猶
伴
ハ
サ
リ
ケ
レ
ハ
、
「
叫
）
l
オ
ペ
二
人
詣
テ
ム
」
ト
テ
、
可
裁
撃
浄
衣

モ
ナ
ケ
レ
ハ
、
麻
ノ
衣
ヲ
身
こ
マ
ト
ヒ
テ
、
（
一
末
　
康
頼
油
黄
嶋
二
熊
野
ヲ
祝
奉
事
）

延
慶
本
平
家
物
語
の
接
続
詞
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の
よ
う
に
　
「
サ
ラ
バ
」
や
「
サ
レ
ド
」
を
中
心
と
し
て
の
和
文
語
が
多
く
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
具
体
的
例
文
を
見
て
来
、
特
徴
的
な
い
く
つ
か
の
点
を
指
摘
し
た
。
そ
の
中
で
は
和
歌
等
を
除
い
て
三
種
五
類
の
文
章
が
認
め
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
各
類
に
ど
う
い
う
接
続
詞
が
ど
れ
だ
け
用
い
ら
れ
て
い
る
か
、
一
覧
し
た
の
が
次

（7）

頁
か
ら
の
表
で
あ
る
。
一
見
し
て
和
文
語
、
漢
文
訓
読
語
が
分
か
る
よ
う
に
、
和
文
語
に
○
印
を
、
漢
文
訓
読
語
に
◆
印
を
付
す
。

こ
の
表
か
ら
看
取
さ
れ
る
全
体
的
な
特
徴
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
、
「
文
書
」
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
言
語
的
性
格
が
最
も
単
純
で
あ

る
。
全
体
的
な
用
例
も
、
和
文
語
は
皆
無
で
は
な
い
が
異
な
り
語
数
、
延
べ
語
数
共
に
極
め
て
少
な
い
。
漢
文
訓
読
語
で
統
一
さ
れ
て
い
る

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
一
方
の
指
標
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
意
味
分
野
で
み
る
と
、
累
加
、
並
列
、
転
換
等
の
語
や
、

順
接
、
逆
接
で
は
「
コ
レ
こ
ヨ
ッ
テ
」
「
ヨ
ツ
テ
」
「
シ
カ
ル
ニ
」
「
シ
カ
レ
バ
ス
ナ
ハ
チ
」
「
ス
ナ
ハ
チ
」
「
シ
カ
ル
ヲ
」
「
タ
ダ
シ
」
等
が
多

い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
「
文
書
」
　
の
特
徴
で
あ
る
。

こ
の
「
文
書
」
に
最
も
近
い
姿
を
呈
す
る
の
が
「
由
来
説
明
文
」
で
あ
る
。
分
量
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
冒
頭
の
「
ソ
モ
ソ
モ
」
を

顕
著
な
例
と
し
て
、
そ
の
他
の
接
続
詞
も
漢
文
訓
読
語
に
偏
る
。
例
文
③
に
も
あ
る
よ
う
に
、
漢
語
を
多
く
用
い
て
荘
重
な
表
現
に
し
て
い

る
事
が
窺
わ
れ
、
「
文
書
」
　
の
文
章
に
な
ら
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

「
由
来
説
明
文
」
に
次
い
で
漢
文
訓
読
語
が
多
い
の
は
、
「
緊
張
会
話
文
」
で
あ
る
。
「
ソ
モ
ソ
モ
」
「
サ
ラ
バ
」
「
サ
レ
バ
」
「
サ
リ
ト
モ
」

「
タ
ダ
シ
」
の
諸
語
は
「
緊
張
会
話
文
」
で
の
用
例
が
最
も
多
い
。
ま
た
、
逆
接
の
語
も
多
く
、
こ
れ
は
事
の
本
質
を
述
べ
、
事
態
を
様
々

に
解
析
し
、
理
を
尽
く
し
て
自
己
の
意
見
を
述
べ
る
、
「
緊
張
会
話
文
」
の
特
性
が
よ
く
窺
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
「
ソ
レ
」
「
シ
カ

モ
」
や
「
シ
カ
リ
ト
イ
へ
ド
モ
」
「
シ
カ
ル
ヲ
」
「
シ
カ
レ
ド
モ
」
「
シ
カ
レ
バ
」
等
の
漢
文
訓
読
語
は
一
〇
例
に
満
た
な
い
も
の
の
「
地
の
文
」

の
「
通
常
文
」
と
同
等
か
あ
る
い
は
多
く
、
言
語
量
か
ら
見
る
と
頻
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
、
先
の
「
サ
ラ
バ
」
「
サ

レ
バ
」
に
「
サ
リ
ト
モ
」
「
サ
レ
ド
モ
」
を
加
え
た
諸
語
は
、
こ
れ
も
多
く
の
用
例
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
和
文
語
を
も
多
く
持

っ
て
い
る
こ
と
は
「
文
書
」
や
「
由
来
説
明
文
」
と
大
き
く
異
な
る
所
で
あ
る
。
他
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
サ
ル
ニ
チ
モ
」
の
多
用
で
あ
る
。



並列 累日U
力

○ ○ ○ ○ ◆ ◆ ○ ○ ○ ◆ ◆ ○ ◆ ◆ ◆ ◆

モ モ マ マ ナ カ ソ ソ ソ シ シ コ カ カ カ オ

シ シ タ タ ラ ネ レ レ ノ カ カ レ ツ ツ ツ ヨ
。

マ
タ

ヽヽノ ＼ノ ど
こ

テ
ハ
マ
タ

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ

ニ ウ
ヘ

モ ノ
ミ
ナ
ラ
ズ

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ

ウ
ハ
マ
タ

ウ
ハ

ヒ

二

＿
‾
八 七 一 一 ー 1＼ノ 五 一

文
書

二
二 二 二 二

由
来

地

の

文

一 六

＝

五
二
八 一 四 七 四 四

一
一 一 二

通
常

四 六 二
九
四 七 一

一
一

‾
六 四 二 四

‾
八

緊
張

会

話

文‾
六 四 二

通
常

順接 転換 選択

○ ○ ○ ○ ◆◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

カ カ カ カ イ イ モ ソ ソ ソ ソ コ コ ＼ノ ア ア

カ カ カ カ カ カ シ レ レ モ モ コ コ タ レIノ レ1ノ
‖ノ リ ＝ノ

＝ソ ン ン ソ モ ソ ニ ニ マ イ イ

シ
ァ
ヒ
ダ

ケ
レ
バ

ケ
ル
ト
コ
ロ
ニ

ケ
ル
ァ
ヒ
ダ

ト
ナ
レ
バ

ト
ナ
ラ
バ

レ ツ
テ

モ モ
ッ
テ

タ ハ
マ
タ

＼ノ

一 一 一 一
二 ‾

七 一
一
一 一

文
書

一 二
三
二 ヽノ 一

由
来 地

の

文
一

二
七 一 三 一 二

‾
四 一 一

二

＿ 一 二 四
通
常

五
三
九 七 二 一

緊
張

会

話

文
一

通
常

延
慶
本
平
家
物
語
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接
続
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㈲憾

○ ○ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
サ サ コ コ コ コ コ コ カ カ カ カ カ カ カ カ
テ テ レ レ コ コ コ コ ク ク ク カ カ カ カ カ
コ ヲ

′ ニ ヲ
′

ニ ニ ニ テ ス シ レt′′ レノ レ リ リ
ソ モ ヨ モ モ オ オ レノ テ ホ ト ア シ シ

ツ
＿

ツ
＿

ツ
＿

ツ
＿

イ イ ホ ド コ ヒ
、

ホ カ
ア ア ア ア テ

ハ
テ ド

ニ
こ ロ

ニ
ダ ド

ニ
†ノ

一

二
〇 1＼ノ 一 二 ー

文
書

ー 五 二 七 ー 二
由
来 地

の

文‾
三

八
六

二
七 一

二
七 ー 一 二 一 一 五 六

通
常

一
二
三 ー 六 二 ー 二 一

緊
張

会

話

文
一 七 ー ー 一

通
常

◆ ◆ ◆ ◆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
シ シ シ シ サ サ サ サ サ サ サ サ サ サ サ サ
カ
ラ

カ
ラ
、

カ
シ
＿

カ
シ

レ
バ

レ
バ

レ
バ

ル
マ

ア
ル

ル
ホ

ル
ニ

ラ
ム

ラ
バ

ラ
デ

テ
モ

テ
ハ

†ノ ス
バ

ア
ヨ
リ
コ
ノ
ヵ
タ

テ ニ
ャ

コ
ソ

マ
ニ
ハ

ホ
ド
ニ

ド
ニ

ツ
ヶ
テ
モ

ニ
ト
リ
テ
ハ

＼ノ

四 一 ー ー 三 一

文
書

ー 一 二
二

一 三 一

由
来 地

の

文
】 一 1＼／ノ

七
〇 六 二

11、
1、ヽ

ノ
ノ 二

二
五 二

通
常

一 ー 一 五
九

＿ 一 二 三
四
二 ー 七

一
一

緊
張 会

話

文二 1＼ノ 一
二
五 三 四

通
常



逆接 ㈲傾

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆
サ サ サ サ サ サ サ カ ヨ ユ モ ス シ シ シ シ
リ
ナ

リ
ト

＝ソ
ト

‖
ノト

＝ノト
リ
ヶ

ハ
ァ

カ
リ

ツ
＿

ヱ
＿

ツ
＿

ナ タ
。

カ カ カ

ガ
ラ

モ テ
モ

テ
ハ

テ レ
ド
モ

レ
ド
モ

ケ
レ
ド
モ

ア ー ア ハ
チ

カ
ヒ
テ

レ
バ
ス
ナ

パ
テ

レ
バ

ル
ァ
ヒ
ダ

一
三
七 1・＼ノ 六

‾
二 二

二
二 六 七

文
書

一 一 四 一 九 二 ー

由
来 地

の

文

会

話

文

一 二 三 一 五
‾
○ 五 二

一
一 ー 三 六

通
常

二
三
〇 二 三 一 ー 五 五

一
一 ー 七 二

緊
張

五 二 一
通
常

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ○ ○ ○ ○ ○
タ
、

シ シ シ シ シ サ サ サ サ サ
ダ カ カ カ カ カ レ レ レ レIノ リ
シ ヽヽノ レ レノ レヽ′′ ‖ノ †ノ ド ド ニ ナ

ア
レ
ド
モ

ド
モ

ヲ
′ ニ ト

ィ
へ
ド
モ

ト
テ

モ テ
モ

ガ
ラ
モ

二
三

一 二
三 ー 一

文
五 二 1＼ノ 書

三 】 六 】 二 四
由
来 地

の

文‾
三 五 五

二
二 五 四

五

＿ 一 ー

通
常

四
九 一 11ヽノ 七

＝
ハ 四

二 ‾
八 1＼ノ 三

緊
張

会

話

文三 四 七
通
常

延
慶
本
平
家
物
語
の
接
続
詞

七
三
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（8）

「
サ
ル
ニ
チ
モ
」
は
小
林
芳
規
博
士
に
よ
っ
て
、
会
話
文
に
の
み
見
ら
れ
る
口
頭
語
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「
サ
ル
ニ
チ
モ
」

が
会
話
文
の
通
常
文
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
「
サ
ラ
バ
」
「
サ
リ
ト
モ
」
「
サ
レ
バ
コ
ソ
」

等
、
会
話
文
に
集
中
す
る
い
く
つ
か
の
語
が
通
常
文
と
共
通
し
て
多
用
さ
れ
、
会
話
文
と
し
て
の
基
盤
を
形
作
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
一

方
で
極
め
て
漢
文
訓
読
語
的
性
格
を
見
せ
る
の
で
は
あ
る
が
、
他
方
で
は
会
話
文
で
あ
る
こ
と
の
色
彩
も
濃
い
も
の
で
あ
る
。

語
の
関
連
で
「
会
話
文
」
の
「
通
常
文
」
に
目
を
向
け
る
と
、
「
サ
テ
」
「
サ
ラ
バ
」
「
サ
レ
バ
」
「
サ
リ
ト
モ
」
「
サ
ル
ニ
チ
モ
」
等
が
中
心

的
に
用
い
ら
れ
て
お
り
漢
文
訓
読
語
は
極
め
て
少
な
く
、
和
文
語
の
性
格
が
最
も
濃
い
も
の
と
見
ら
れ
る
。

「
地
の
文
」
　
の
「
通
常
文
」
に
お
い
て
は
「
サ
テ
」
「
サ
ル
ホ
ド
ニ
」
が
そ
れ
ぞ
れ
八
〇
余
例
、
「
サ
レ
バ
」
が
七
〇
例
程
、
「
サ
レ
ド
モ
」

が
五
〇
例
、
「
カ
カ
リ
ケ
レ
バ
」
「
カ
ク
テ
」
が
約
三
〇
例
と
和
文
語
の
な
か
で
特
に
用
例
の
多
い
も
の
が
数
語
認
め
ら
れ
る
。
漢
文
訓
読
語

に
も
「
ナ
ラ
ビ
こ
」
二
八
例
、
「
コ
レ
ニ
ヨ
ツ
テ
」
二
七
例
、
「
シ
カ
ル
こ
」
二
二
例
、
「
コ
コ
こ
」
二
一
例
と
用
例
数
の
多
い
も
の
も
な
く
は

な
い
が
、
「
サ
テ
」
等
の
圧
倒
的
な
用
例
数
と
比
較
す
る
と
少
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
基
調
と
し
て
は
「
サ
テ
」
等
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
、
和
文
的
性
格
が
強
い
と
み
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
漢
文
訓
読
語
を
交
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
類
で
の
特
徴
の
一
つ
は
、

「
カ
カ
リ
」
系
の
接
続
詞
の
異
な
り
語
が
多
い
事
で
あ
る
。
漢
文
訓
読
語
で
も
な
く
、
さ
り
と
て
会
話
に
は
用
い
ら
れ
な
い
こ
れ
ら
は
、
「
地

の
文
」
　
の
「
通
常
文
」
　
に
特
徴
的
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
独
自
な
も
の
で
あ
る
。

会
話
文
に
用
い
ら
れ
な
い
　
「
コ
レ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
」
「
モ
ッ
テ
」
や
、
「
緊
張
会
話
文
」
が
先
述
の
よ
う
に
文
語
的
性
格
を
持
っ
て
い
る
と
す

る
と
、
「
会
話
文
」
　
の
「
通
常
文
」
に
用
い
ら
れ
て
い
な
い
　
「
カ
ツ
ウ
ハ
マ
タ
」
「
シ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
」
「
シ
カ
モ
」
「
ソ
レ
こ
」
「
ナ
ラ
ビ
こ
」

「
マ
タ
ハ
」
「
ア
ル
イ
ハ
」
「
コ
コ
こ
」
「
ソ
モ
ソ
モ
」
「
ソ
レ
」
「
コ
コ
ヲ
モ
ッ
テ
」
「
コ
レ
ニ
ヨ
ッ
テ
」
「
サ
レ
ハ
エ
ヤ
」
「
シ
カ
ラ
バ
」
「
シ
カ

ル
ア
ヒ
ダ
」
「
シ
カ
レ
バ
」
「
ス
ナ
ハ
チ
」
「
ユ
ヱ
こ
」
「
ヨ
ッ
テ
」
「
サ
レ
ハ
ト
テ
」
「
シ
カ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
」
「
シ
カ
ル
ニ
」
「
シ
カ
ル
ヲ
」
「
シ

カ
レ
ド
モ
」
等
は
和
文
語
・
漢
文
訓
読
語
の
枠
を
こ
え
て
文
語
の
性
格
の
強
い
も
の
で
あ
る
。



お
わ
り
に

延
慶
本
平
家
物
語
の
接
続
詞
に
つ
い
て
山
田
孝
雄
博
士
の
分
類
を
基
本
と
し
て
の
諸
種
の
文
章
に
お
け
る
特
徴
を
見
て
来
た
。
「
由
来
説
明

文
」
の
漢
文
訓
読
的
性
格
が
「
文
書
」
の
表
現
に
立
脚
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
「
緊
張
会
話
文
」
に
つ
い
て
も
、
改
ま
っ
．
た
表

現
が
漢
文
的
に
な
る
こ
と
は
一
般
的
に
も
言
え
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
同
一
文
献
内
で
相
接
し
て
い
る
「
文
書
」
の
表
現
と
の
緊
密
さ
が
、

「
緊
張
会
話
文
」
に
具
体
的
表
現
効
果
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
二
者
は
「
文
書
」
の
表
現
に
近
い
こ
と
に
意
義
が
あ

る
の
で
あ
る
。
「
緊
張
会
話
文
」
は
一
方
で
基
底
と
し
て
は
「
会
話
文
」
の
「
通
常
文
」
と
通
じ
て
お
り
、
口
語
性
も
あ
る
。
「
地
の
文
」
の

「
通
常
文
」
は
和
文
の
基
調
の
上
に
立
っ
て
、
漢
文
訓
読
的
性
格
を
合
わ
せ
持
つ
。
接
続
詞
を
殆
ど
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
表
示
し
て

い
な
い
が
、
そ
の
意
味
で
和
歌
等
は
特
徴
的
で
あ
る
。
短
い
文
章
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。
山
田
孝
雄
博
士
の
分
類
の
み

を
表
面
的
に
見
れ
ば
互
い
の
関
係
が
不
明
確
で
あ
る
が
、
接
続
詞
に
焦
点
を
当
て
て
み
る
と
互
い
に
緊
密
に
連
関
し
あ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
お
い
て
は
、
分
量
は
少
な
い
な
が
ら
「
文
書
」
を
基
底
と
す
る
漢
文
訓
読
語
の
役
割
は
小
さ
く
な
い
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
地
の
文

に
お
い
て
和
漢
混
清
を
見
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
延
慶
本
平
家
物
語
を
一
つ
の
文
章
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
見
た
五
類
の
文
章
に
お
い
て

（9）

も
「
漢
」
の
印
象
は
強
い
も
の
が
あ
る
。
接
続
詞
か
ら
見
て
、
持
た
な
い
こ
と
で
も
特
徴
的
な
和
歌
等
が
和
文
の
典
型
と
す
れ
ば
、
延
慶
本

平
家
物
語
は
こ
れ
ら
の
持
つ
特
性
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
て
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
漢
」
は
緊
張
を
伴
う
表
現
に
用
い
ら
れ
、
そ
の

（10）

意
味
で
の
和
漢
混
清
も
見
逃
せ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

注（1）
（2）

岩
波
文
庫
．
華
家
物
語
』
解
説
（
昭
4
・
3
、
本
稿
で
は
昭
和
3
6
年
版
に
よ
っ
た
。
）

「
古
代
の
文
体
」
（
『
講
座
国
語
史
』
6
　
大
修
館
書
店
　
昭
4
7
・
2
）

延
慶
本
平
家
物
語
の
接
続
詞

七
五
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鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
第
〓
早
第
三
節
な
ど
（
東
京
大
学
出
版
会
一
九
六
三
・
3
）

青
木
伶
子
氏
作
成
。
（
明
治
書
院
　
昭
4
8
・
5
）

本
文
は
、
北
原
保
雄
　
小
川
栄
一
編
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
　
（
勉
誠
社
　
平
2
・
6
）
　
に
よ
る
。

注
3
文
献
、
峰
岸
明
『
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』
第
三
部
第
二
章
（
東
京
大
学
出
版
会
一
九
八
六
・
2
）
や
、
接
続
詞
に
つ
い
て

の
文
献
で
の
指
摘
に
基
づ
く
。
そ
の
他
は
推
定
に
よ
る
。

注
6
に
同
じ
。

「
鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
の
研
究
資
料
に
つ
い
て
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
十
一
輯
　
武
蔵
野
書
院
　
昭
6
3
・
8
）

和
歌
の
用
例
と
し
て
は
、
「
ヨ
シ
サ
ラ
バ
去
年
モ
今
年
モ
サ
カ
ス
シ
テ
花
ノ
カ
ワ
リ
こ
我
ソ
散
ヌ
ル
」
（
四
、
安
楽
寺
由
来
事
付
霊
験
無
双
事
）
「
サ

リ
ト
モ
ト
思
フ
心
モ
虫
ノ
音
モ
ヨ
ワ
リ
パ
テ
ヌ
ル
秋
ノ
エ
フ
ク
レ
」
（
四
、
尾
形
三
郎
平
家
於
九
国
中
ヲ
追
出
事
）
を
見
る
の
み
で
あ
る
。

（
1
0
）
　
三
角
洋
一
氏
は
「
と
は
ず
が
た
り
」
の
文
体
に
つ
い
て
、
「
大
き
く
は
和
文
体
、
漠
文
体
な
い
し
漢
文
訓
読
体
、
和
漢
混
清
文
体
の
そ
れ
ぞ
れ
を

念
頭
に
置
い
た
文
章
、
あ
る
い
は
こ
れ
と
次
元
に
異
に
し
て
、
願
文
・
表
白
文
と
か
起
請
文
と
か
辞
状
と
か
遺
戒
・
教
訓
と
か
訴
陳
状
と
か
い
っ
た

文
書
形
式
に
由
来
す
る
文
章
な
ど
、
多
様
な
も
の
が
見
ら
れ
る
と
思
う
。
」
（
「
『
と
は
ず
が
た
り
』
の
文
体
」
（
『
中
世
文
学
』
三
六
　
平
3
）
）
と
指

摘
し
、
こ
れ
ら
を
駆
使
し
て
明
断
で
の
び
や
か
な
文
体
と
し
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
諸
種
の
文
体
に
意
味
を
持
た
せ
て
利
用
し
て
い
る
と
い
う

考
え
で
あ
る
。

［
補
記
］
　
本
稿
の
骨
子
は
平
成
四
年
度
春
季
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
で
口
頭
発
表
し
た
。
御
教
示
い
た
だ
い
た
室
山
敏
昭
先
生
、
位
藤
邦
生
氏
に
感
謝

の
意
を
表
す
る
。




